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原著論文
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Abstract
This paper reports a case of purulent enteritis asso-

ciated with Trueperella pyogenes in a 3-year-old 
Meishan sow slaughtered in 2018. At necropsy, se-
vere circumferential thickening of the small intestinal 
wall was observed. Macroscopically, folds of the intes-
tine were enlarged and grayish-white to pale yellow 
in color. Histologically, severe purulent enteritis and 
coagulative necrosis of mucosal surface were de-
tected with numerous Gram-positive short bacilli. 
The short bacilli were identified as Trueperella pyo-
genes through immunohistochemical, biochemical, and 
genetic tests, including 16S rRNA gene sequencing. 
These data indicate that T. pyogenes would be associ-
ated with unusual gross morphological enteritis of 
the pig.

Key word： Meishan pig ,  Purulent enteritis ,  True-
perella pyogenes

要約
と畜場に搬入された約３歳齢の梅山豚の母豚におい

て、解体検査時に小腸壁の重度な肥厚が認められた。
肉眼的に、輪状ヒダは増大して灰白色から淡黄色を呈
していた。組織学的に、多数のグラム陽性短桿菌を
伴った粘膜面の凝固壊死及び重度の化膿性腸炎を認め
た。当該短桿菌は、免疫組織化学的検査、生化学的検
査及び１６S rRNA遺伝子配列解析を含む遺伝子検査に
よってTrueperella pyogenesと同定された。これらの結
果から、特徴的な肉眼所見を示した豚の腸炎にT. pyo-
genesが関与していることが示唆された。
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【はじめに】
Trueperella pyogenesは、グラム陽性、通性嫌気性、
無芽胞の短桿菌で、さまざまな家畜や野生動物に化膿
性感染症を引き起こす原因となる 15,20)。豚では肺炎 10)

や関節炎 6)及び膿瘍 22)に関与し、胃粘膜 9)、扁桃 14)及び
鼻腔 2)の常在菌とされる一方で、腸管からの分離例や
腸炎に関連した報告はこれまでのところ見当たらない。
今回、と畜場に搬入された梅山豚の母豚にT. pyogenes
が関与したと推定される化膿性腸炎が認められたので
概要を報告する。

【発生状況】
２０１８年３月、約３歳齢の梅山豚の雌１頭がさいたま
市内のと畜場に搬入された。臨床経過及び病歴は不明
で、解体前検査において栄養状態の軽度な低下が認め
られた。

【材料及び方法】
＜病理組織学的検査＞
解体検査時、病変の認められた小腸を採取し、１０％

中性緩衝ホルマリン溶液で室温固定後、パラフィン包
埋切片（厚さ約３ mm）を作製した。ヘマトキシリン・
エオジン染色（HE染色）及びグラム染色を行い、顕
微鏡下で観察した。

＜免疫組織化学的検査＞
ホルマリン固定パラフィン包埋切片（厚さ約３ mm）
について、抗T. pyogenesウサギポリクローナル抗体 13)

を一次抗体として用いた免疫染色を実施した。３％過
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酸化水素加メタノールで処理後、０．１％アクチナーゼ
E溶液で３７℃、２０分間抗原賦活化を行った。一次抗体
は、抗体希釈液（S３０２２，Dako North America Inc., 
Carpinteria, CA, USA）で２， ０４８倍に希釈し、市販キッ
ト（Histofine Simple Stain MAX-PO（MULTI），ニチ
レイ，東京）の添付文書に従って反応させた。発色は
AEC基質（Simple Stain AEC溶液，ニチレイ，東京）
を用い、室温で５分間反応させたのち、ヘマトキシリ
ンで対比染色した。陰性対照は、一次抗体として正常
山羊血清を用いた。

＜細菌学的検査＞
小腸病変部を５％羊血液加コロンビア寒天培地

（Difco，日本BD，東京）、パールコアDHL寒天培地
（栄研化学，東京）、１０％卵黄加変法 GAM寒天培地
（日水製薬，東京）、５％羊血液加変法GAM寒天培地
（日水製薬）及び１０％卵黄加CW寒天培地（日水製薬）
にスタンプ塗抹した。続いて、５％羊血液加コロンビ
ア寒天培地は３５℃５％炭酸ガス下、パールコアDHL寒
天培地は３７℃好気下、それ以外の培地は３７℃嫌気下で
２４時間培養した。分離株は、純培養したのち、グラム
染色による観察及びカタラーゼ試験を実施した。

＜分子生物学的解析＞
病変部及びグラム陽性、カタラーゼ陰性短桿菌の抽

出DNAについて、T. pyogenes特異的PCR9)を実施した。
分離株からの DNA抽出は、InstaGene Matrix（Bio-
Rad, Hercules, CA, USA）を用いて行った。さらに、

病変部の抽出DNAについて、Araiらの方法 1)に準拠
して１６S rRNA遺伝子を標的としたPCRを行った。病
変部組織からのDNA抽出にはDNeasy Blood & Tis-
sue Kit（QIAGEN, Hilden, Germany）を使用し、増幅
産物はQIAquick PCR Purification Kit（QIAGEN）で
精製した後、BigDye terminator v3.1 cycle sequenc-
ing kit（Applied Biosystems, Foster City, CA, USA）
及び３１３０xl Genetic Analyzer（Applied Biosystems）
を用いて塩基配列を決定した。得られた配列は SE-
QUENCHER Ver. 5.4.1（Gene Codes Corp., Ann Ar-
bor, MI, USA）及 び EzBioCloud（https://www. 
ezbiocloud.net/） 21)で解析した。

＜薬剤感受性試験＞
分離された T. pyogenesについて、５％羊血液加
ミューラーヒントン寒天培地（Difco，日本BD，東京）
上でEtest（BioMérieux, Marcy l'Etoile, France）を用
いた薬剤感受性試験を実施した。最小発育阻止濃度
（MIC）の判定は、３５℃、５％炭酸ガス下で４８時間培養
後に行った。供試薬剤は、ベンジルペニシリン、アン
ピシリン、アモキシシリン、テトラサイクリン、エリ
スロマイシン、クロラムフェニコール、ストレプトマ
イシン、ゲンタマイシン、カナマイシン、セフォタキ
シム及びエンロフロキサシンの１１薬剤を使用した。
Clinical and Laboratory Standards Institute（CLSI）
のガイドライン 3,4)にT. pyogenesにおける各薬剤のブレ
イクポイントが掲載されていなかったため、既報 5,16,17)

に準じて判定を行った（表１）。
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【結果】
＜肉眼所見＞
解体後の内臓検査において、小腸は弾力を伴って高

度に腫脹し、内腔が狭窄していた（図１）。粘膜面は灰
白色から黄白色を呈し、輪状ヒダは顕著に肥厚してい
た（図２）。病変部は少なくとも１５ cmの長さにわたっ
ており、漿膜が充うっ血していた。肝被膜は軽度に白
濁化し、両側腎臓の退色及び左腎に白斑が認められた。
腸間膜リンパ節を含め、その他の臓器に著変はみられ
なかった。

＜病理組織学的所見＞
小腸粘膜は全周性に腫大、肥厚し、絨毛が消失して

いた（図３）。粘膜面は凝固壊死し、変性細胞からなる
分界線の形成が認められた。粘膜固有層は水腫性に拡
張し、多巣性から融合性の膿瘍が認められた（図４）。
膿瘍の中心に菌塊が認められ、核の変性した好中球が
放射状に取り囲んでいた（図５）。膿瘍周囲には肉芽組

織の増生及び間質の水腫が認められ、腺管構造や肥厚
した血管が数多く観察された（図６）。膿瘍にみられた

図１　小腸横断面。腸管腔は増生した粘膜により
狭窄。

図２　小腸粘膜面。粘膜表面は灰白色を呈し、輪
状ヒダは高度に腫脹。

図３　小腸横断面のルーペ拡大像。絨毛は消失し、
肥厚した粘膜に多数の膿瘍が認められる。
HE染色。

図４　小腸。粘膜は凝固壊死し、変性細胞からな
る分界線の形成が認められる。粘膜固有層
は水腫性に拡張し、融合性の膿瘍が形成さ
れている。HE染色。（Bar ＝２００ mm）

図５　小腸。膿瘍は変性した炎症細胞に取り囲ま
れている。HE染色。（Bar ＝２０ mm）
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菌塊は、グラム陽性の短桿菌や球菌からなり、短桿菌

は粘膜面の凝固壊死巣においても観察された（図７）。

＜免疫組織化学的所見＞
膿瘍や粘膜面に認められたグラム陽性短桿菌に一致
して、抗T. pyogenes抗体に対する陽性反応が認められ
た（図８）。

＜細菌学的検査＞
小腸病変部の嫌気培養において、グラム陽性、カタ
ラーゼ陰性の短桿菌が分離された。このほか、好気及
び嫌気培養において、２種類のグラム陽性球菌（それ
ぞれカタラーゼ陽性及び陰性）が検出された。

＜分子生物学的解析＞
病変部及びグラム陽性、カタラーゼ陰性短桿菌の抽
出DNAを用いたT. pyogenes特異的PCRにおいて、T. 
pyogenesに特異的な２７０ bpの増幅産物が確認された。
また、複数の病変部抽出DNAサンプルから１６S rRNA
遺伝子が増幅され、増幅産物の部分塩基配列（１３５６～
１４８５ bp）は、T. pyogenes基準株の１６S rRNA遺伝子配
列（DDBJ/EMBL/Genbank accession No. X79225）と
１００％一致した。以上の結果から、病理組織学的検査で
病変部に認められ、細菌学的検査で病変部から分離さ
れたグラム陽性短桿菌は、T. pyogenesと同定された。
なお、T. pyogenesのほかに分離された２種類のグラム
陽性球菌の１６S rRNA遺伝子配列は、カタラーゼ陽性
菌が、Staphylococcus argenteusの基準株及びカタラーゼ
陰性菌が Streptococcus porcinusの基準株（それぞれ
DDBJ/EMBL/Genbank accession No. FR821777及び
No. AB002523）の１６S rRNA遺伝子配列とそれぞれ
１００％及び９９．３２％の一致率を示した。

＜薬剤感受性試験＞
中間を示した２薬剤（テトラサイクリン及びゲンタ
マイシン）を除き、９薬剤で感受性を示した（表１）。

【考察】
本症例は、病変部からのT. pyogenesの分離及び免疫
組織化学的なT. pyogenes抗原検出に加え、組織から直
接抽出したDNAからT. pyogenesの１６S rRNA遺伝子が
検出された。これらの結果から、小腸の壊死性化膿性
病変の形成にT. pyogenesが関与していることが示唆さ
れた。豚におけるT. pyogenes感染は、これまでに膿瘍
や骨髄炎、関節炎のほか、肺炎の原因として報告され

図６　小腸。膿瘍周囲には肉芽組織の増生及び間
質の水腫が認められる。多数の腺管や血管
が形成されている。HE染色。（Bar ＝１００ 
mm）

図７　図４と同視野。多数のグラム陽性菌が膿瘍
中心及び粘膜面にみられる。グラム染色。
（Bar ＝２００  mm）

図８　図４と同視野。膿瘍や粘膜面のグラム陽性
短桿菌は抗T. pyogenes抗体に陽性を示す。
免疫染色。（Bar ＝２００  mm）
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ている 10,11)。腸管からのT. pyogenes分離例は、敗血症を
呈したヤモリ 18)やサル類12)に限られ、豚での報告は敗
血症の有無に関わらず見当たらない。しかしながら、
豚の胃粘膜での常在が報告されている 9)ことから、豚
の腸管においても常在している可能性は否定できない。
T. pyogenesの薬剤耐性については種々の報告 5,22)がある
が、今回の分離株はほとんどの薬剤に感受性を示した。
当該豚の農場における抗菌性薬剤の使用状況は把握で
きなかったが、今後も分離菌の薬剤感受性に注意を
払っていく必要がある。
顕著な粘膜肥厚に加え、煮肉様の特徴的な肉眼所見

を示した本症例は、粘膜固有層の重度な化膿性病変及
び粘膜面の凝固壊死から構成されていた。粘膜固有層
における肉芽組織の増生や再生性と推定される腺管構
造の存在から、ある程度の時間経過が推測され、病変
の形成機序は明らかにできなかった。消化管における
感染症の発生は、宿主側の防御能の低下や病原体が防
御能をしのいだ際に起こるとされる 7)。このことから、
常在菌の可能性のあるT. pyogenesは抗生物質による正
常細菌叢の消失や腸の蠕動運動の不全 7)など宿主側の
防御能の低下に伴って、腸炎の起因細菌にもなり得る
と考えられた。
T. pyogenesとともに分離されたS. argenteus及びS. 
porcinusについては、詳細な検査を実施しておらず、
病変への関与の程度は明らかでない。しかしながら、
リンパ節炎や心内膜炎、膿瘍の原因となる 8,19)ことか
ら、化膿性病変を重症化した可能性も考えられる。
本症例はT. pyogenesが関与した化膿性腸炎の最初の
報告であるが、病変の範囲や分布、病変部－正常部境
界が確認できていないため、病態のさらなる解明には
症例の蓄積が必要と考えられた。
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